


頭蓋仙骨療法とは？
（定義）

手技で頭蓋骨から仙骨を調整する手技療法





【変化】
・頭蓋骨の可動域拡大（１次呼吸の変化）
・頭蓋仙骨リズムの改善
・硬膜の緊張緩和による静脈循環と神経拘束の改善
・深部体温の改善

【効果】
・脳血流、脳の栄養状態の改善
・脳圧の減少
・意識、覚醒レベル、学習効果の向上
・深部体温の改善→酵素の活性化→ホメオスタシスの向上→自然治癒力の最大化
・自律神経、ホルモンバランスの改善
・中枢、末梢神経の改善
・眼圧の正常化、視野や眼精疲労の改善
・呼吸機能の改善
・ボディーバランスアップ

頭 蓋 仙 骨 療 法 の 効 果 ・ 変 化



脳 脊 髄 液 に つ い て

◆脳脊髄液の流れ
脈絡叢・脈管からCSF産生→側脳室→（モンロー孔を通る）→第３脳室へ循環→（中脳水道を
通り）→第４脳室→（ルシュカ孔・マジャンディ孔）→頭蓋・脊椎外側液腔・クモ膜下腔

◆吸収場所
静脈（上下矢静脈洞・直静脈洞・横静脈洞）

◆分泌量について
・毎時２０〜４０ml、すなわち1日５００〜1000ml
・CSF全体の交換は、1日に３〜６回

◆役割
・中枢神経の緩衝作用・中枢神経の栄養・神経伝達・自然治癒力
・神経の新陳代謝・老廃物を排泄・静脈リンパ循環の促進・内臓機能アップ
・関節包の弛緩・ホルモン運搬














































